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会社概要

① 会 社 概 要

会社名 株式会社マイクロアド 決算期 9月

設立 2007年7月2日 代表者
代表取締役 社長執行役員

渡辺 健太郎

資本金 990,83,0200円
（20２３年9月時点)

役員 取締役 副社長執行役員

田中 宏幸
榎原 良樹

取締役・監査等委員

内田 正宏
谷地舘 望（非常勤、社外）

宮沢 奈央（非常勤、社外）

従業員数 326名 
（連結、2023年9月時点)

主要関連会社 (株)マイクロアドデジタルサイネージ
(株)エンハンス
(株)cory
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経営陣

① 会 社 概 要

1997年大塚商会入社。1999年に株式会社サイバーエージェントに入社。同社にて大阪支社を立ち上げるとともに
支社長に就任、その後「Amebaブログ（アメブロ）」開始に伴い事業責任者として立ち上げを担当する。2006年に
株式会社サイバーエージェント取締役就任後、2007年に株式会社マイクロアドを設立。

2002年SIer入社。金融会社向けシステム開発に携わる。2004年サイバーエージェント入社。当社の前身となる
BlogClick事業の立ち上げに参画する。以後当社事業に携わりプロダクト開発を中心に幅広い業務を担当する。現
在の管掌はデータソリューションサービス。

1997年さくら銀行(現三井住友銀行)入行。2001年サイバーエージェントに入社し、大阪支社長、事業戦略部長な
どを歴任。2011年マイクロアド海外事業の本格展開に合わせ当社へ参画し、東南アジア現地での事業立ち上げ、拠
点統括に従事。2017年に帰国後、当社役員に就任。

渡辺 健太郎 / 代表取締役 社長執行役員

田中 宏幸 / 取締役 副社長執行役員

榎原 良樹 / 取締役 副社長執行役員



5

当社のVISION

Redesigning the Future Life

ビッグ
データ

AI
テクノロジー

データとテクノロジーの力で

“未来を予測する”
マーケティング

金融

物流・小売

医療
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マイクロアドの沿革

① 会 社 概 要

2004年 2007年 2010年 2011年 2014年 2015年 2016年 2018年 2019年 2020年 2021年

現
在

従来型広告プロダクト※
コンサルティングサービス

業界業種に特化した
マーケティングプロダクト

テキスト
アドネットワーク

BlogClick

バナーアドネットワーク

アドサーバー事業

DSP事業

デジタルサイネージ事業

SSP事業

自動車

飲料・食品

BtoB

医療・製薬

エンタメ

データ事業の
更なる拡大を狙った
資本業務提携

データ事業拡大へ向けた
資本業務提携

2022年

データ事業拡大へ向けた
資本業務提携

購買予測サービス

オルタナティブデータ

広告を情報へ
広告にとどまらず、データを活用した

様々なプロダクトを提供し 未来のくらしを創る
テクノロジーの力で広告を有益な情報として消費者へ届ける

Redesigning the Future Life

2023年

※従来型広告プロダクト：行動ターゲティングと呼ばれる、予め用意されたユーザー毎の趣味嗜好のカテゴリを選択し広告配信を行う手法や
リターゲティングと呼ばれる、広告主サイトへの再来訪を促す広告配信手法を用いた広告プロダクト
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22年度に 売却し た子会社の売上を控除す ると、売上は前期比＋11％増
利益率が向上し たこ とで営業利益は前期比＋3 2％増

8

2023年9月期  連結業績サマリ

( 百 万 円 ) 2 0 2 2 年 9 月 期 2 0 2 3年9月期
増 減

増 減 額 ％

売 上 高 12,227 12,868 +641 +5.2%

売 却 子 会 社 分 考 慮 売 上 11,574 12,868 +1,293 +11.2%

売 上 総 利 益 3,786 4,129 +343 +9.1%

営 業 利 益 626 833 +206 +32.9%

経 常 利 益 592 738 +145 +24.6%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益 496 565 +68 +13.9%

② 2 0 2 ３ 年 9 月 期  連 結 業 績
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第 3 四半期に 海外拠点を含めた連結会計に おいて 、為替レ ートの変動によるギャップ調整を
目的に 為替差損を計上し たこ とで、経常利益以下に マイ ナス影響が発生
2 4 年 9月期は 為替差損の大きな影響は ない

9

2023年9月期 通期業績予想に対する進捗

② 2 0 2 ３ 年 9 月 期  連 結 業 績

売上高

売上総利益

営業利益

経常利益

135.0億円

42．4億円

9.4億円

9.2億円

通期業績予想 ※1

※1 2023年5月15日開示

親会社株主に帰属する

当期純利益 7.0億円

0％ 100％50％

通期予想 進捗率

95.3%

97.2%

88.7%

79.7%

80.7%

128.6億円

41.2億円

8.3億円

7.3億円

5.6億円
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営業利益と投資額の推移

② 2 0 2 ３ 年 9 月 期  連 結 業 績

840
770

626
833

-386 -384

2020年9月期 2021年9月期 2022年9月期 2023年9月期

単位：百万円

システム投資 ※1

システム投資を
除いた営業利益

コロナ影響 ※2

システム投資期 収穫期

営業利益
推移

※1 新広告配信プラットフォーム「UNIVERSE Ads」及びデータセンター移設へのシステム投資
※2 コロナ影響に関して：企業の製品認知を目的としたブランディング広告、実店舗・イベント集客関連の広告、旅行業種関連の広告出稿需要が新型コロナウィルス感染拡大の影響で減少

20年9月期～２１年９月期は新型コロナウィルス感染症の影響や、広告プラットフォームの刷新などによって、一時的に営業利益が下落

将来のコスト削減を目的に実施したデータセンター移設や、新広告プラットフォーム開発などの先行投資が２１年９月期に完了し、２２年９月期より収穫期へ

上場による調達資金834百万円については、当初の計画通り、2023年9月期以降のデータプロダクト「UNIVERSE」関連の人件費・採用費及び、システム開発資金に充当。

254
186

626

833
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業種に特化したマーケティングプロダクト

屋外広告や交通広告のデジタルサイネージ

12

当社が提供する事業

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

コンサルティング データプロダクト

他社製品を扱う販売代理店ビジネス 自社製品のプロダクト提供ビジネス

海外コンサルティングサービス

メディア向けコンサルティングサービス

企業のデジタルマーケティングにおける総合的な
コンサルティングサービスを提供

メディア企業の広告収益最大化を支援する
コンサルティングサービスを提供

オンライン

オフライン

自社製品である 「データプロダクト」と、主に 他社製品を扱う 「コンサルティング」の二つの事業

ドラックストア 美容サロン

屋外ビジョン タクシー
…
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デ ータプロダ ク トは デ ータ活用と独自の分析技術に よる高い付加価値に よって 高収益を実現
収益性の高いビ ジ ネス モ デ ルであるデータプロダクトに注力

13

事業毎の収益性

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

売上総利益率

約20％

システムコスト

各種広告サービス
仕入れ

売上総利益率

約40％

システムコスト

データ仕入

広告枠仕入

売上 

コンサルティング データプロダクト

注力

※数値データは2022年9月期の平均実績
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収益性の高いデ ータプロダ ク トを拡大す るこ とで、事業全体の収益性が向上

14

サービス毎の売上・粗利シェア

売上シェア 売上総利益シェア

データプロダクト

注力

31%
37% 37% 39% 40%

45% 47% 48% 46%

69%
63% 63% 61% 60%

55% 53% 52% 54%

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

38%
45% 45% 48%

52%
56% 58% 56% 52%

62%
55% 55% 52%

48%
44% 42% 44%

48%

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

コンサルティング

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル
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UNIVERSE を中心とし た売上拡大に より、売上高は前年比2 6％増  /  粗利は前年比28％増

15

データプロダクトの売上・粗利推移

( 百 万 円 ) 2 0 2 2 年 9 月 期 2 0 2 3 年 9月期
増 減

増 減 額 ％

売 上 高 4,736 6,008 +1,271 +26.8%

売 上 総 利 益 1,796 2,305 +509 +28.4%

オンライン
「UNIVERSE」

オフライン
「デジタルサイネージ」

売上四半期推移 粗利四半期推移

売上・粗利  前年同期比

733
892 924 851

1,006

1,231

1,442

1,202
1,114

176

236 223 330

275

310

364

178

168

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

186 

319 317 323 
397 

503 
552 

455 
403 

80 

105 105 123 

114 

127 

129 

80 

57 

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

単位：百万円

909

1,128 1,147 1,181

1,380

単位：百万円

266

423
446

503

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

※1 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値

1,281 535

424

1,541 630

1,805
681

1,282

460
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200を超える外部のデータ保有企業・メディア(※1)から、業界・業
種に特化した消費行動データを収集・蓄積。そのデータを活用し、AI
や専任の分析官によって業界業種毎の消費行動モデルの分析を行
い、各種プロダクトの広告配信に活用。
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データプロダクト「UNIVERSE」について

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

従来型広告プロダクトにおいては、広告主の業界業種に関わらず、画一的なターゲティング機能を提供するものであったが、

UNIVERSEでは膨大なデータから業界業種毎の消費行動プロセスの違いを分析することで、特定の製品カテゴリ毎に比較検討を開始したユーザー、

最終的な購買検討段階に移行したユーザー、購買意欲が急激に高まった瞬間など、ひとりひとりの製品認知・購買プロセスの段階に応じた、

より効果的な広告配信を実現している。

 専任の分析官 統合データ基盤  AIによる分析環境

自動車
関連データ

医療・製薬
関連データ

飲料・食品
関連データ

BtoB
関連データ

購買・課金
データ等

UNIVERSE DATA PLATFORM

外部のパートナー企業から提供を受けたデータ群 顧客自身が保有するデータ

広告配信プラットフォーム

BtoB 飲料・食品 医療・製薬 自動車

アプリ・ゲーム
ECサイト など

UNIVERSE DATA PLATFORM

UNIVERSE Ads

広告主向けの広告配信プラットフォーム。RTB（※2）という技術
を用いて、ユーザー毎にリアルタイムに最適な広告を選択し、オー
クション形式で広告配信を行う。入札最適化機能によって、広告
配信の費用対効果の最大化を実現。

業界業種に特化したプロダクト展開

二つのプラットフォームを組み合わせることで、業界業種に特化し
た複数のプロダクトを開発。2022年9月時点で17業種に展開。

※1 2022年9月実績
※2 RTB： Real Time Biddingの略称。消費者がWEBサイト上の広告枠を閲覧するごとに、広告主からの入札によるオークションによって、リアルタイムに配信する広告を決定する仕組み
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データ
保有企業

広告掲載
メディア

17

データプロダクト「UNIVERSE」のビジネスモデル

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

広告主企業 データの提供
広告費支払い

広告配信
サービスの提供

広告配信

BtoB 飲料・食品

自動車 エンタメ

全1９業種のデータを
AIによって分析し製品化

…

¥

売上

データ利用費支払い¥

仕入れ

仕入れ

広告掲載費支払い¥

デ ー タ 保 有 企 業 か ら 収 集 し た 消 費 行 動 デ ー タ を 、デ ー タ プ ラ ットフ ォー ム 「UNIVERSE 」 で 分 析 し
19 業種に 向けたマーケティ ン グ プロダ クトを広告主企業へ提供
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データプロダクト「UNIVERSE」のソリューション例

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

プロダクト 企業の課題 UNIVERSEのソリューション

人事部門や経理部門の決裁権者に
アプローチできない

データを活用し企業の
特定部門の役職者等を推定し直接アプローチ

規制強化によって
医薬品の営業活動が行えない

データを活用し特定の疾患予備軍を推定することで
疾患やワクチンの啓発活動を実施

実店舗での商品購買に対して
広告宣伝がどの程度効果があったのか分からない

実店舗での購買データを活用し
商品購買に対する広告効果を可視化

自動車購買の比較検討のデジタル化が進み、
消費者の購買意欲が正しく把握できない

比較検討～購買直前までの
消費者毎の購買意欲の段階に応じたマーケティングを実現

エンタメ作品ごとの
細かな趣味嗜好に沿った宣伝が行えない

作品ジャンルや、監督、俳優など
消費者の細かな趣味嗜好に基づいたマーケティングを実現

医療・製薬

B to B

飲料・食品

自動車

エンタメ

UNIVERSEが提供する業界業種に特化した各種マーケティングプロダクトが解決する課題
全19業種(※2023年９月時点)のプロダクト展開を行っており、データ活用を行う主要な5製品を抜粋
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300万円台のSUV購入検討
ユーザーへ広告配信
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データプロダクト「UNIVERSE」の分析例

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

自動車向け の分析プロセス

メーカー

ボディタイプ

車種

自動車メディア
アクセスログ

分析① 閲覧コンテンツの分類

購買意欲の分析分析②

自動車メディアから収集したアクセスログから、各ページのコンテンツを
日本語解析技術によって分析し、コンテンツを分類。
この分析によって、消費者の自動車に対する興味関心データを蓄積し活用

価格帯

LEXUS TOYOTA NISSAN …

ミニバン SUV セダン …

プリウス ノート レガシィ …

…

自動車に関心を
持ち始める

購入に向けた
情報収集を開始

比較検討軸を
考え始める

比較検討の
最終段階

購入直前の
情報収集

芽生期 関心期 学習期 絞込期 決断期購買プロセス

検討車種 2台～ 5台～ ～3台 2台

膨大な自動車メディアのアクセスログを分析することで、自動車購買プロセスに
おいて、消費者一人一人がどの段階にいるかを推定することが可能

分析結果を活用した広告配信例

ボディタイプ価格帯

300万～
399万

絞込期

・燃費等の機能性比較に関する情報へ接触
・レビューコンテンツを頻繁に閲覧
・検討車種数は3台以内

比較検討の最終段階の
ユーザーへ広告配信

SUV

メディアA

メディアB

メディアC

・・・

100万～
199万

200万～
299万

300万～
399万
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経営上の目標とするKPI

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

財務数値

事業KPI
及び構成要素

売上高

稼働
アカウント数

アカウント単価

＝ 売上総利益売上総利益率

営業人員数 プロダクト数

システム
原価率

プロダクトの
高付加価値化

収益性の高いデータプロダクト「UNIVERSE」の稼働アカウント数及び、アカウント単価の拡大が
業績拡大へ向けた重要なKPIと認識
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前回開示の「⑤市場環境と成長戦略」におけるデータプロダクトの拡大戦略の
各施策を実行したことで、2３年通期の稼働アカウント数は5,978となり、前期比25％増の成長

21

データプロダクト「UNIVERSE」のKPI – 稼働アカウント

180

243247

212
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22年累積

4,781

稼働アカウントの月次推移

YonY

+25%

ブランドA ブランドB ブランドC

1アカウント

アカウントの概念

企業単位ではなく、ブランド毎に1アカウント

メーカー
企業

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

23年累積

5,978
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UNIVERSE稼働アカウント数と顧客単価の推移

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

広告市況の悪化を受けた、大手顧客（特に外資系顧客）の予算縮小により平均単価が減少
アカウント数は回復しているが、全体の平均顧客単価が下落

1,366 

1,506 

1,568 

1,318 

1,586 

22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

稼働アカウントの推移 平均顧客単価の推移

73万円

81万円

91万円
88万円

69万円

22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

アカウント数は３Qの減少から回復 平均顧客単価が３Q以降減少
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顧客属性ごとの推移と見通し

① 2 0 2 ３ 年 9 月 期  連 結 業 績 サ マ リ

0
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1000

0

100

200

300

400

500

600

中小顧客
アカウント数

中小顧客 売上総額

大手顧客 売上総額

大手顧客
アカウント数

24年度以降

自治体やBtoB業種中心に
中小顧客のシェアを拡大

大手顧客は ア カウン ト数や 売上のボ ラ ティ リティ が高いが、中小顧客は安定的に成長
中小顧客のア カウン ト数拡大に 注力す ることで、顧客基盤の強化により業績の安定化を 目 指 す

大手顧客
（月額300万円以上）

中小顧客
（月額300万円未満）

景況感や季節性の影響を受けやすく

ボラティリティが高い

アカウント数が順調に拡大しており

ボラティリティは低い
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UNIVERSEのアカウント数拡大に向けた戦略

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

自動車関連
データ

データの追加

パートナー数：21５※

自動車業界向けプロダクト

取引社数の増加

エンタメ関連データ

飲料関連データ

エンタメ向けプロダクト

飲料・食品向けプロダクト

ブランド拡大余地

車種①

車種③

車種②

車種④

新規車種

新規車種

新規車種

新規車種

新規車種

新規車種

新規車種

新規車種

アカウント
増加

プロダクトの追加

現状19業種※

プロダクト数 取引社数 ブランド数 アカウント数

自動車
メーカーA社

メーカー
B社

メーカー
C社

メーカー
D社

※パートナー数、業種数は2023年9月時点

新しい業界業種へのプロダクト展開に加え、
既存顧客企業の製品ブランドへの横展開によってアカウント数の拡大を狙う
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UNIVERSEにおける業種毎のシェア

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

B to B

19%

EC

19%

医療・製薬

16%

ゲーム

12%

飲料・食品

8%

人材

6%

金融

3%

自動車

2%

美容・化粧品

2%

自治体

2%

エンタメ

2%

その他

9%

様 々 な 業 種 へ 製 品 展 開 す る こ と で 、特定の業種や企業に依存しない事業構造
医 療 ・製 薬 は 業 種 特 有 の 季 節 性 に よ っ て 一 時 的 に シ ェ ア が 低 下

第3四半期の業種ごと売上シェア

B to B

29%

EC

19%

医療・製薬

7%

ゲーム

12%

飲料・食品

5%

人材

9%

金融

2%

自動車

4%

美容・化粧品

1%

自治体

2%

エンタメ

2%

その他

8%

第4四半期の業種ごと売上シェア
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データプロダクト「デジタルサイネージ」のビジネスモデル

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

サイネージネットワーク
広告主企業

広告費支払い

広告配信
サービスの提供

¥

売上

広告配信

業務提携

広告掲載費支払い¥

リテール領域サイネージ

その他サイネージ

約13万面をネットワーク

注力

約 13 万面のサイ ネージ をネッ トワーク化し、一元的な広告配信サービ ス を提供
リ テ ー ル 領 域 （ 小 売 ・ 流 通 ・ サ ロ ン ） のサイ ネージ 設置数と売上の拡大に注力

ドラックストア スーパー

ネイルサロン 美容室

屋外ビジョンタクシー
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メデ ィ ア 向けコ ン サル は 緩や か に 成長し売上・粗利は 拡大したが、
海 外 向 けコ ン サル の 海 外 拠 点 の 売 却 に よ り 、 コ ンサ ル テ ィ ング サ ービ ス 全 体 で は 減 収 ・ 減 益

27

コンサルティングの売上・粗利推移

( 百 万 円 ) 2 0 2 2 年 9 月 期 ※ 1 2 0 2 3 年 9月期
増 減

増 減 額 ％

売 上 高 7,491 6,860 -631 -8.4%

売 上 総 利 益 1,989 1,824 -165 -8.3%

売上四半期推移 粗利四半期推移

1,117 1,059 

960 878 820 772 
952 

593 664 

549 
471 602 

533 586 569 

609 

556 523 

158 468 
287 

383 443 471 

471 

353 327 

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

売上・粗利  前年同期比

185 
225 

186 
230 

170 179 162 155 
189 

123 

170 
176 

150 

161 
175 197 

173 
159 

127 

123 177 
91 

123 
140 126 

95 76 

21年4Q 22年1Q 22年2Q 22年3Q 22年4Q 23年1Q 23年2Q 23年3Q 23年4Q

単位：百万円

1,824
1,998

1,849 1,794 1,849

単位：百万円

436

518
539

471
461

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

海外コンサルティング

メディア向け
コンサルティング

その他
コンサルティング

※ 2022年９月期以前の四半期実績については監査法人のレビューを受けていないため参考値

1,812

494

1,502

4842,032

423

1,514

423
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メディア向けコンサルティングサービスのビジネスモデル

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

メディア向け
コンサルティングサービス

広告供給パートナー
（DSP/アドネットワーク等）

広告費支払い

広告配信 収益支援サービスの提供

¥

売上 仕入れ

広告費支払い¥
インターネット
メディア

インターネットメディアの広告収益最大化を支援するコンサルティングサービス

MicroAd COMPASS 株式会社エンハンス

広告配信

 580億回/月間

インターネット広告を掲載するメディア企業向けの広告収益最大化サービス
として、「MicroAd COMPASS」を提供
RTB（※1）によるオークションによってリアルタイムに最も収益が見込まれ
る広告を瞬時に選択することで、メディア企業の広告収益の拡大に貢献

※1 RTB： Real Time Biddingの略称。消費者がWEBサイト上の広告枠を閲覧するごとに、広告主からの入札によるオークションによって、リアルタイムに配信する広告を決定する仕組み

・広告主企業向けに、広告ターゲティングや各種
ツール活用のプランニング

・メディア企業向けに、メディア運営のコンサルティ
ングから、広告収益最大化へ向けた運用支援

企業のデジタルマーケティングのコンサルティングサービスとして、
株式会社エンハンスがサービスを提供。
当社グループが提供する製品に加え、他社の各種広告サービスを組み合わせる
ことで、デジタルマーケティングの総合的な課題解決を実現
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海外向けコンサルティングサービスのビジネスモデル

③ ビ ジ ネ ス モ デ ル

海外
コンサルティングサービス

広告主企業

広告費支払い

広告サービスの
代理販売

広告メディアの利用

¥

売上 仕入れ

広告費支払い¥
他社の広告メディア

主に、台湾を中心とした東南アジアの現地企業に対するデジタルマーケティングのコンサルティングサービスを提供。

台湾においては、独自の広告プラットフォーム「COMPASS-FIT」の提供や、

自社運営の訪日インバウンドメディア「Japaholic」でのタイアップ広告の提供などもコンサルティングサービスの一環として実施。

デジタルマーケティングにおける
コンサルティングサービス

・プロモーション施策の立案
・LINE、Google、Facebookなどの広告枠の買い付け・運用
・広告クリエイティブの制作

台湾：独自の広告プラットフォーム提供

COMPASS-FIT
ネイティブ広告(※1)に特化した
独自の広告プラットフォームの提供

台湾：訪日インバウンドメディア運営

台湾・香港の親日女性向けメディア
の運営及び、広告商品の販売

www.japaholic.com

http://www.japaholic.com/tw/
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データプラットフォーム「UNIVERSE」

④ 市 場 に お け る 優 位 性

遊ぶ暮らす働く

ビジネスツール

マネー・ビジネス
ニュース

エンジニア向け
情報サービス

就職情報サイト

ファッション
情報サイト

美容系情報サイト

ポイント・クレジット
購買データ

自動車情報サイト

旅行情報サイト

交通系サービス

映画情報サイト

アニメ・ゲーム
情報サイト

約215※のパートナーから様々な消費購買データを収集し、各種マーケティングプロダクトに活用
膨大なデータによって、様々な業界業種の消費行動に基づいたマーケティングプロダクトの開発が可能。

※2023年9月実績
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企業の“内側”のデータによって、既存顧客や顕在顧客分析を行う事業者は数多く存在するが
当社グループは、企業の“外側”のデータやオフラインの広告ネットワークにより、企業の知りえない潜在顧客 = 新規顧客の開拓を実現

32

オンライン・オフラインの潜在顧客データ

オンラインの潜在顧客

オフラインの潜在顧客

企業の“内側”のデータ

企業の“外側”のデータ

オフラインデータ＆ネットワーク

ドラッグストア

スーパー

調剤薬局

ビジネスツール

マネー・ビジネス
ニュース

エンジニア向け
情報サービス

就職情報サイト

旅行情報サイト

映画情報サイト

タクシー

美容サロン

街頭ビジョン

ファッション
情報サイト

美容系情報サイト

ポイント・クレジット
購買データ

自動車情報サイト

交通系サービス

アニメ・ゲーム
情報サイト

既顧客データ（購買履歴等）

サイト来訪者データ

問い合わせデータ

DATA PLATFORM

既顧客・顕在顧客

④ 市 場 に お け る 優 位 性
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データプラットフォームのビジネスモデル

広告費

例:100万円

データ提供

データ費

15万円

※R/S率15％の契約の場合

広告費100万円

85万円15万円

 AIによる興味関心分析

※広告費が
100万円の場合

④ 市 場 に お け る 優 位 性

データ
保有企業

広告主企業

DATA PLATFORM

広告主企業から支払われる広告費の一部を、レベニューシェアという形でデータ保有企業に支払うモデル
UNIVERSEにおける分析によって、データの付加価値を高め、より多くの企業にデータが利用されることで
データ保有企業にとってはデータ資産による収益が拡大する
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業界業種に特化した
UNIVERSEの売上

34

データ契約数とUNIVERSE売上の推移

④ 市 場 に お け る 優 位 性

56
63

92

110
118

130

145

160

181 184
192

201
206

211 211 212 212 212 213 215

データ契約数

売上単位：百万円

データ契約数の拡大と共に業界業種に特化した新しいマーケティングプロダクトを開発することで売上を拡大
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④ 市 場 に お け る 優 位 性

データの収益性

データ提供のリスク

・データを提供することで収益が上がる見込みがあるのか？
・提供したデータが多くの企業に利用されるのか？

データ保有企業が重視する二つのポイント

・提供したデータが関連法令等に準拠し適切に扱われるか？
・提供したデータが競合企業などに利用されないか？
・データ提供にあたってレピュテーションリスクは無いか？

収益化の実現

リスクコントロール

・200を超えるデータ保有企業との連携実績
・取引代理店や過去の実績から事前にデータの需要が予測可能
・独自の分析力によって需要に即したデータ加工と製品化を実現

・関連法令への準拠等、データ取扱いのルールを定めて管理
・企業のデータ利用時に利用可否判断のフローを構築
・過去の実績を元にしたレピュテーションリスクのコントロール

UNIVERSEによって積み上げたデータ保有企業との取引実績や収益化実績が、
データ契約数拡大における、競争優位性および、高い参入障壁となっている

データ契約数拡大における競争優位性
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独自の販売ネットワークによるマネタイズ力

④ 市 場 に お け る 優 位 性

年間取引代理店数 約690
広告代理店

顧客企業

年間取引数 約2,500アカウント

17年間で培った、広告代理店を中心とする独自の販売ネットワークにより、
新しい商品開発における需要の予測や、新製品を即座に市場投入することが可能

直接販売

※広告代理店数及びアカウント数は2023年度9月期実績
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独自の広告配信ネットワークによるマネタイズ力

④ 市 場 に お け る 優 位 性

累計2,000社以上と提携 
※2023年9月実績

広告配信 580億回/月間
※2023年9月実績

オンラインネットワーク オフラインネットワーク

デジタルサイネージ設置数13万面
※2023年9月実績

オンライン・オフラインの様々な広告掲載面を抱えるネットワークを独自に保有することで、
多くの消費者への広告のリーチと、広告ビジネスのマネタイズを実現

ドラックストア スーパー ネイルサロン美容室
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UNIVERSEの永続的な成長戦略

④ 市 場 に お け る 優 位 性

データ契約数
拡大

データ支払い
拡大

プロダクトの
拡大

事業拡大のエコサイクル

膨大なデータを保有

プライバシーに配慮し
た高い分析力

独自に構築した
マネタイズネットワーク

データの収益化実績

データ提供のリスク低減

データ保有企業から
マイクロアドが選ばれる理由

クライアント企業から
マイクロアドが選ばれる理由

事業拡大のエコサイクルにより高い参入障壁と規模の経済による永続的な成長を目指す
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アドテクノロジーの企業から、総合データカンパニーへ

40

マイクロアドの成長戦略

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

データ活用を軸とした成長戦略

① データプロダクトの拡大

② 202４年のCookie規制への対応

③ 新領域へのデータ活用

業界業種に特化したプロダクトの
継続的拡大

業界の中でもいち早く規制に
対応することでの先行者利益

データを活用した新領域への事業拡大

売
上
高

現在 2024年 2025年
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①データプロダクトの拡大  –ポジショニング

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

データドリブン

非データドリブン

人的リソースによる
労働集約型事業モデル

データを活用したマーケティングプロダクトを提供

プロダクト提供による
収穫逓増型事業モデル

専門人材によるデータ分析サービスを提供

専門人材のノウハウをもとにマーケティングサービスを提供

例）広告代理店、システムインテグレータ

非デジタルの旧来型のマーケティングプロダクトを提供

例）テレビ・新聞・ラジオ・雑誌等のマスコミ四媒体

今後より一層デジタル化していくマーケティング領域において、労働集約的なビジネスモデルではなく、
データを活用したプロダクト開発によるソリューション提供によって、収穫逓増型の高収益なビジネスモデルを展開していく
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①データプロダクトの拡大  –ターゲット市場

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

マスコミ四媒体広告市場

2兆3,985億円

インターネット広告市場

3兆912億円

プロモーションメディア広告市場

1兆6,124億円

運用型ディスプレイ広告市場 屋外・交通・POP広告市場

5,698億円7,372億円

今後5年のデジタル化予測
(当社予想) ※1

2,640億円

2,640億円

マスコミ四媒体
デジタル化市場

7,372億円

運用型ディスプレイ
広告市場

5,698億円

屋外・交通
POP広告市場

マイクロアドのターゲット市場 総計

1兆5,710億円

UNIVERSEのターゲット市場 デジタルサイネージのターゲット市場

※1：電通発表の『日本の広告費』におけるマスコミ四媒体の新型コロナウィルスの影響を受けていない2017年～2019年の平均成長率をもとに、向こう5年間でデジタル化される市場規模を独自に算定
その他の市場数値出典：株式会社電通『2022年 日本の広告費』

インターネット広告市場に加え、広告のデジタル化によって生まれる新たな需要もターゲット
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ブランド領域に特化する利点

• ブラ ン ド領域に 特化し て いる競合企業はいない
• マス 広告 ( T V C M 等 ) か らのデジタルシフトによる市場拡大が 期 待 で き る
• ア フターコ ロナに よる人流回復を追い風にさらなる需要拡大が 期 待 で き る

デ ジ タルマーケティ ン グ の 2 つ の 領 域 に お い てブランド領域に特化することで競争力を発揮

43

①データプロダクトの拡大

ダイレクト
領域

ブランド
領域

ECサイトやネット系サービスなど

オンラインで購買が完結するネット系企業
自動車や飲料・食品など

実店舗での製品提供を行うメーカー企業

特化

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略
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ブランド/ダイレクトの明確な市場規模の統計データは無いが、当社ではインターネット広告市場の内、動画広告市場として定義されている分野が、
ブランド領域の市場規模に非常に近いと認識している。このブランド領域はさらなる市場拡大が期待でき、参入障壁が高く競合がいない。

※電通他発表 日本の広告費 インターネット広告媒体費 詳細分析
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①データプロダクトの拡大  –ブランド領域について

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

2,027 3,184 3,862 5,128 6,178 

14,480 

16,630 

17,567 

21,571 

24,811 

2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

ダイレクト領域

ブランド領域
（動画市場）

+57%
+21%

+33%
+20%

+15%

+6%

+23%

+15%

単位：億円

ブランド領域の成長性

市場全体の成長率を上回るペースで拡大中

テレビ 新聞 ラジオ雑誌

マスコミ四媒体広告市場

2兆4,538億円

＜インターネット広告市場の内訳＞

ブランド領域が成長する理由

ブランド領域 ダイレクト領域

プレイヤー多数

データに強み 独自の広告面

コロナ禍以前は年率-2.5％で縮小

プレイヤー少数

インターネットによる
データドリブンなマーケティングにシフト

予想

各種SNS
外資系

広告プラットフォーム一部の
動画サービス
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※電通他発表 日本の広告費 インターネット広告媒体費 詳細分析
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②202４年のCookie規制への対応

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

2024年～

PostCookie市場の

リーディングカンパニーへ
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⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

顕在顧客マーケティング

潜在顧客マーケティング

企業の“内側”のデータ
（1st Party Dateは継続)

企業の“外側”のデータ
（3rd Party Cookie から代替へ)

HyperID

Cookie代替ソリューション
提携パートナー

Google Privacy
Sandbox

アプリデータ

Cookieを利用せずに
プライバシーを保護しながら
最適な広告配信を行う技術

スマートフォンアプリから
取得できる消費行動データを拡大
EC業種において既に売上創出

M＆Aや資本提携を含めた
新サービスによる領域拡大

企業の“外側”のデータはPostCookieによる大きなゲームチェンジ
“内側”のデータとの連携がより重要に

約４０の事業者と契約済み

②202４年のCookie規制への対応–PostCookieを見据えたサービス拡大
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Google PrivacySandboxへの対応

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

前回開示の「⑤市場環境と成長戦略」における「2024年Cookie規制への対応」に記載の各施策に順次対応
24年度にGoogleChromeのCookieが廃止され、代替技術としてPrivacySandboxの提供が開始

PrivacySandboxの市場規模予想 マイクロアドの対応状況

インターネット広告市場全体 ※２

2.4兆円

PrivacySandboxの市場 ※3

全体の内 約１兆円

広告配信から効果計測まで広範囲に影響

約1兆円規模の新しいマーケットが生まれる

※1 Googleの公式発表より参照 https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/open-web/
※２ 電通：2022年日本の広告費のうち、インターネット広告媒体費

※３ GoogleChromeのシェア等を加味して当社独自に算定

主要な代替技術として3つの機能が提供される

① Protected
Audience API

特定の商品に興味を持つ
ユーザーへの広告配信

② Attribution
Reporting API

③ Topics API

広告効果の測定機能
ユーザーの興味関心
に基づいた広告配信

対応済み 対応済み

対応予定

いち早く各機能に対応することで先行者利益の獲得を狙う

PrivacySandboxへの対応に加えて下記のＣｏｏｋｉｅに代わる技術導入が完了

HyperID

Cookie代替ソリューション 提携パートナー

https://privacysandbox.com/intl/ja_jp/open-web/
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②202４年のCookie規制への対応  -当社の優位性

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

データ保有
企業

広告主企業

広告掲載
メディア企業

Cookie

Cookie

Cookie対策が必要になる事業者

広告主向け
プラットフォーム事業者

メディア企業向け
プラットフォーム事業者

データプラットフォーム
事業者

代替技術

代替技術

各事業者が同時に同様の代替技術を導入せねば
非Cookieビジネスの確立が困難

DATA PLATFORM

デジタル広告ビジネスを
構成する3つのプレイヤー

当社グループの提供プラットフォーム

同時に同様の代替技術を
全てのプレイヤーに向けて導入することが可能

代替技術

代替技術

現在のデジタル広告の流通において
Cookieが重要な役割を果たす

データ提供

広告配信

非Cookieビジネスの垂直立ち上げ

Cookieに代わる代替技術の導入において、当社グループでは非Cookieビジネスの垂直立ち上げが可能
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③新領域へのデータ活用

⑤ 市 場 環 境 と 成 長 戦 略

オルタナティブデータ

保有している膨大なデータや分析技術を生かして、広告以外の領域でのデータビジネスを拡大
前回開示の「⑤市場環境と成長戦略」における「新領域のデータ活用」に記載の各サービスの進捗状況は下記の通り

保有するデータ分析により
将来の販売台数を予測

このような予測値を基に投資判断

自動車の販売台数予測例

購買データ分析

レシートデータを活用した、購買傾向の分析サービスとして、
「カウミー」を提供

レシートデータを独自に分析

1,400ブランドの分析が可能

データ提供

活用データ

保有データの分析によって自己資金での株式投資を行う事業

2023年4Qに、デジタルマーケティングのデータ分析手法を取り入れた
独自の戦略モデルにアップデート
また、マーケットの大きな変化に柔軟に対応できるリスクヘッジ策の導入
9月からこれらの新戦略モデルを追加、順調な立ち上がり

2024年1Qから四半期ごとのパフォーマンスを開示予定

単体でのサービス提供を終了
飲食業種向けの「Pantry」へ統合
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注力す るデ ータプロダ ク トを中心とした成長に より売上は前年比1５％増
M A D Sの新サービ ス への先行投資と前期に 発生し たタクシ ーサイ ネージ に おける契約更改に より
連 結 の 営 業 利 益 に 対 し て は前年比約▲３ . 2億円の影響が 発 生

51

2024年9月期 連結業績予想

( 百 万 円 ) 2 0 2 3 年 9 月 期
2 0 2 4年9月期

業績予想

増 減

増 減 額 ％

売 上 高 12,868 14,837 +1,969 +15.3%

売 上 総 利 益 4,129 4,520 +390 +9.5%

営 業 利 益 833 742 -91 -10.9%

経 常 利 益 738 739 +0 +0.1%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
565 566 +1 +0.3%

③ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

※22年度の実績売上から、当該年度内に売却した海外子会社分の売上を除いた実績
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デジタルサイネージ事業を除く業績予想

③ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

M A D S社 の 再 成 長 投 資 と し て 、 新 サ ー ビ ス 「 O C T AV E 」に 関連す る費用が増加
M A D S社を除く 連結業績に おいて は 、経常利益で+ 4 2％の成長を 見 込 む

( 百 万 円 ) 2 0 2 3 年 9 月 期
※ M A D S 除 外

2 0 2 4年9月期
業績予想

※ M A D S 除 外

増 減

増 減 額 ％

売 上 高 11,848 13,645 +1,796 +15.2%

売 上 総 利 益 3,736 4,156 +419 +11.2%

営 業 利 益 689 847 +158 +23.0%

経 常 利 益 593 844 +251 +42.4%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
497 637 +140 +28.2%
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UNIVERSE を中心とし た成長に より売上で３１％増、粗利で2２％増の見込み

53

データプロダクト全体の業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

3,673 
4,988 

6,702 

1,063 

1,020 

1,193 

22年度 23年度 24年度

1,357 

1,912 

2,462 

447 

393 

364 

22年度 23年度 24年度

( 百 万 円 ) 2 0 2 3 年 9 月 期
2 0 2 4年 9月期

業績予想

増 減

増 減 額 ％

売上高 6,008 7,895 +1,887 +31.4%

売上総利益 2,305 2,826 +521 +22.6%

売上推移 粗利推移

通期売上・粗利推移

6,008

予想

2,826

YonY

+31.4%
YonY

+22.6%

オンライン
「UNIVERSE」

オフライン
「デジタルサイネージ」

4,736

予想

7,895

1,796

2,305

単位：百万円 単位：百万円

※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値
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2 3 年 度 は ア カ ウ ン ト 数 の 拡 大 に よ っ て 売 上 は 業 績 予 想 に 対 し て 1 0 2 ％ の 進 捗 で 着 地 。
一 方 で 相 対 的 に 粗 利 率 の 低 い 業 種 製 品 が 急 拡 大 し た こ と で 、 売 上 総 利 益 は 予 想 に 届 か ず 。
2 4 年 度 上 半 期 は P o s t C o o k i e 対 応 の 開 発 に リ ソ ー ス を 投 下 し 、
下 半 期 に か け て P o s t C o o k i e ソ リ ュ ー シ ョ ン に よ る 売 上 拡 大 に よ っ て売上は3 4％増、粗利で2 8％増の見込み
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データプロダクト「UNIVERSE」の業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

1,349

1,912

2,462

22年度 23年度 24年度

3,673

4,988

6,702

22年度 23年度 24年度

YonY

+３4.4%
YonY

+28.7%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

予想

予想

※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値

前回開示
業績予想

4,907
前回開示
業績予想

1,938

23年度 23年度

進捗
102％ 進捗

99％
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データプロダクト「デジタルサイネージ」の業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

1,063 1,020
1,193

0

200

400

600

800

1,000

1,200

22年度 23年度 24年度

447
393

244

22年度 23年度 24年度

YonY

-３７.9%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

YonY

+17.0%

2 3 年 度 は タ ク シ ー サ イ ネ ー ジ の 契 約 更 改 に よ る 粗 利 の 低 下 が 想 定 よ り 後 倒 し に な っ た こ と で 、
売 上 総 利 益 は 1 0 5 % の 進 捗 で 着 地
2 4 年 度 は 、 新 規 サ ー ビ ス で あ る 、 美 容 サ ロ ン 専 用 タ ブ レ ッ ト メ デ ィ ア 「 O C T A V E 」 に よ っ て売上は 1 7％増
上半期にタブレット設置費用が先行投資として嵩むため、通期での粗利は 3 7 %減

予想

予想

※1 タブレット設置費用は販管費として計上されるが、便宜上、原価として扱い売上総利益を算出
※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値

（※1）

前回開示
業績予想

1,054

23年度

進捗
97％

進捗
105％

前回開示
業績予想

376
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デジタルサイネージ（MADS）が提供する新サービス「OCTAVE」

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

美容サロン専用タブレットメディア

美容サロンの各座席に、タブレットを設置
提携パートナーの動画コンテンツを楽しむことが可能

約１万台の設置を目指す

美容サロンにタブレットを設置 動画広告による収益モデル

▲画面イメージ

配信される動画コンテンツに対して、動画広告を配信
タブレットに搭載されたカメラで、視認状態を検知し※

課金するビューアブル課金を採用することで
より効率的な広告配信を実現

▼動画コンテンツの間に広告を配信

▼視認状態を検知し課金

※セキュリティやプライバシーへの配慮として、クラウドサーバーにカメラの画像・映像情報は送らず 

各端末内で判定の処理を行うため、個人情報の取得は行っていません
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コンサルティング全体の業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

( 百 万 円 ) 2 0 2 3 年 9 月 期
2 0 2 4年 9月期

業績予想

増 減

増 減 額 ％

売上高 6,860 6,943 +83 +1.2%

売上総利益 1,822 1,694 -130 -7.1%

805 684 617 

647 
704 

686 

537 
436 

391 

22年度 23年度 24年度

3,718 
2,980 3,032 

2,192 

2,258 2,367 

1,581 

1,622 1,544 

22年度 23年度 24年度

売上推移 粗利推移

通期売上・粗利推移

6,860

予想

1,694

YonY

-1.2%
YonY

-7.1%

7,491
予想

6,943
1,989

1,822

メデ ィ ア 向けコ ン サルティ ング は 緩や か な成長
海外コ ン サルティ ン グ に おいて は 、ク ロス ボ ーダー関連の売上拡大が焦点

海外コンサルティング

メディア向け
コンサルティング

その他
コンサルティング

単位：百万円 単位：百万円

※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値
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メディア向けコンサルティングの業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

2,192 2,258 2,367

22年度 23年度 24年度

YonY

+4.8%

647
704 686

22年度 23年度 24年度

YonY

-2.5%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

予想

予想

2 3 年 度 は 第 4 四 半 期 か ら 市 況 感 悪 化 に よ り 高 粗 利 製 品 の 売 上 が 減 少 し 売 上 ・ 粗 利 と も に 予 想 に 届 か ず 。
2 4 年 度 は 資 本 業 務 提 携 し た ロ グ リ ー 社 と の 提 携 な ど で 売 上 拡 大 を 狙 う が 粗 利 率 は 低 下 す る 見 通 し

※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値

前回開示
業績予想

2,414

23年度

進捗
94％

前回開示
業績予想

1,054

23年度

進捗
97％
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海外コンサルティングの業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

3,718

2,980 3,032

22年度 23年度 24年度

805
684

617

22年度 23年度 24年度

YonY

+1.8% YonY

-9.9%

売上推移 売上総利益推移単位：百万円 単位：百万円

予想

予想

= 売却子会社分の売上（中国、ベトナム） = 売却子会社分の粗利（中国、ベトナム）

2 3 年 度 は 粗 利 率 の 高 い 製 品 の 販 売 に 張 力 し た こ と で 、 売 上 総 利 益 は 業 績 予 想 の 1 3 9 ％ で 着 地
2 4 年 度 は 、 提 携 パ ー ト ナ ー か ら の 販 売 イ ン セ ン テ ィ ブ が 減 少 す る こ と で 粗 利 率 が 低 下 す る 見 込 み
一 方 で 、 イ ン バ ウ ン ド 等 のクロスボーダー事業の需要拡大が見込まれるが、業績予想には織り込まず

※ 2022年度 実績についてはセグメント変更前につき監査法人のレビューを受けていないため参考値

前回開示
業績予想

2,865

23年度

進捗
104％

前回開示
業績予想

493

23年度

進捗
139％
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海外コンサルティング－クロスボーダー事業

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

中
国
・台
湾

日
本
国
内

マイ ク ロア ドの海外拠点、外部の有力なパ ートナーと連携したクロス ボ ーダ ー事業
中国からの訪日観光客の増加（渡航便数の増加）によって、さらなる売上の拡大が見込める

アウトバウンド事業

日本台湾

クラウドファンディング事業者

• 日本の製品を台湾のクラウドファンディング経由で販売
• 5月のサービス開始から評価高く、問い合わせ多数
• 年内にも海外事業の収益に寄与する見込み

インバウンド事業

パートナー企業

中国

• （株）Paykeと資本業務提携 台湾インバウンドの共同事業
• 本格的な収益拡大は中国からの海外渡航解禁のタイミング

地方自治体向け
インバウンド事業

New!

• 23年5月にサービス開始
• 評価高く問い合わせ多数
• 受注実績増加

台湾
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通期の投資と売上の推移

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

上 半 期 は シ ス テ ム 開 発 投 資 や 費 用 が 先 行 し 、下 半 期 に か け て 各 サ ービ ス の 売 上 拡 大 を 見 込 む

2３年 １０月～１２月

UNIVERSEのPostCookieソリューション

24年 １月～３月 24年 4月～6月 24年 ７月～9月 2４年 １０月～

GoogleChromeにおいて限定した事業者に向けたテスト期間 段階的にCookieの廃止

システム開発投資 収穫期

デジタルサイネージの新サービス「OCTAVE」の拡大

2３年 １０月～１２月 24年 １月～３月 24年 4月～6月 24年 ７月～9月 2４年 １０月～

先行投資 収穫期

上半期はPostCookie対応の開発にリソースを投下し、Cookieの廃止とともに売上拡大を見込む

上半期はタブレット設置費用が先行投資として嵩む 下半期にかけてサービスの売上拡大を見込む

24年9月期 第1四半期 24年9月期 第2四半期 24年9月期 第3四半期 24年9月期 第4四半期 25年9月期 第1四半期

24年9月期 第1四半期 24年9月期 第2四半期 24年9月期 第3四半期 24年9月期 第4四半期 25年9月期 第1四半期
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2024年9月期  第1四半期の業績予想

⑥ ２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 期 業 績 予 想

( 百 万 円 )
2 0 2 3 年 9 月 期

第 1 四 半 期
2 0 2 4年9月期
第1四半期予想

増 減 額
通 期 予 想
進 捗 率

売 上 高 3,353 3,100～3,300 -253 ～ -53 21% ～ 22%

売 上 総 利 益 1123 990～1,020 -133 ～ -103 22% ～ 23%

営 業 利 益 333 50～70 -283 ～ -263 7% ～ 9%

経 常 利 益 313 45～65 -268 ～ -248 6% ～ 9%

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る

当 期 純 利 益
211 7～37 -204 ～ -174 1% ～ 7%

2 0 2 4 年 9 月 期 第 1四 半 期 は 、 海外事業に おける大手顧客の予算縮小と、
タク シ ーサイ ネージ の契約更改に よって 前年比で減収予想
ま た 、 デ ジ タルサイ ネージ の 新サービ ス「 O C T A V E 」 へ の 先 行 投 資 に よ っ て 前 年 比 で 減 益 予 想
下半期に か けて 、 Post C ook ie対応による売上拡大や新規サービスの収益化による成長を 狙 う
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2024年度のテーマ

2024年度は
インターネット広告市場始まって以来

最大のゲームチェンジ

上期の先行投資で
PostCookie時代のリーディングカンパニーへ
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事業リスクと対応

項目 リスクの内容 発生頻度 影響度 当社の対応方針

技術革新への対応 インターネット関連技術における、技術革新へ
の対応の遅れによるサービスの陳腐化や競争
力の低下 中 大

新しいテクノロジーに対する、専任部門による継続的な
研究開発の実施

データの取り扱い関する法的規制 「個人情報の保護に関する法律」等の関連法規
の制定・改正による、新たな法令遵守体制の構
築やサービスの見直し 小 中

当社グループが提供するサービスが関連する、新たな法
規制や改正状況への注視体制の構築

適切な広告配信を行うための体制 広告における、各種法令や監督官庁にの指針や
ガイドライン等に反した場合の、第三者からの
損害賠償請求や当社グループの信用棄損 小 中

法令に基づいた独自の基準を設け、独立した監督部署
をおいて、適切な広告配信が行われるよう管理

人材の確保に関して 優秀な人材の当社グループからの離脱や、事業
成長へ向けた新たな人材の確保が困難な場合、
業績及び事業展開に影響 小 大

既存社員のコンディションを定量的に分析し、即応でき
る体制の構築。
独自に開発した採用プログラムによる優秀な人材の確
保

システム障害について 外部からのコンピュータネットワークへの不正
アクセス、偶発的事故、システムへの一時的な過
負荷因等により、システムダウン、当社グループ
のサービス提供の停止等が発生

小 大

ネットワークセキュリティの対策、定期的なバックアップ、
システムの冗長化、稼働状況の監視等によるシステム障
害の防止

上記に記載のない、その他のリスクについては、有価証券届出書の「事業等のリスク」をご参照ください
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本 資 料に は 、将来に 関す る計画や 見通し 、経営目標などが記載されて います 。

こ れらの将来に 関す る記述は 、現在に おける見込みや、

予測及びリス ク を伴う 想定に 基づく も のであり、

実質的に こ れらの記述とは 異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります 。

それらのリス ク や 不確実性に は 、一般的な業界並びに 市場の状況及び

国内や 国際的な経済状況が含まれます 。

本資料は 、進捗状況を含む最新の内容を示し た上で、

年 次 決 算 の 発 表 時 期 （ 11月 頃 を 予 定 ） を 目 途 と し て 開 示 を 行 う 予 定 で す 。
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